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 mini column 
渓流釣りの愛好家には馴染みの深い魚であるヤマメは，サ

クラマスの陸封型もしくは河川生活期の個体の呼び名です。

稚幼魚期のサケ科魚類に共通して見られる特徴である「パー

マーク」（体側の斑紋）が特に鮮やかで，その美しさから「渓

流の女王」などと言われることもあるようですが，北海道で

はメスのほとんどが降海するため，河川に残留しているのは

オスばかりです。 
今回の表紙写真は，当機構徳志別さけます事業所長を務め

られ，水中写真愛好家としても知られていた北口裕一さん（写

真右下）が撮影されたものです。北口さんは残念ながら，令和

3 年 4 月，不慮の事故により他界されました。ここに北口さん

のご生前のご功績を偲び，心から哀悼の意を表します。 


